
学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 4

2015/09/28～2016/01/14開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0587010520150587010501

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅱ(国際社会と日本経済)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

成田　真樹子

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

成田　真樹子

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

成田　真樹子

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟15教室／Class room

教育学部，薬学学部，水産学部対象学生（クラス等）  /Object Student

makki@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部・東南アジア研究所319担当教員研究室/Laboratory

随時（要事前連絡）担当教員オフィスアワー/Office hours

経済活動は国境を超える。輸出入やお金の移動，労働者の移動などの問題を通じ，グローバル化に
よる効果と課題について理解する。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

国際的な問題とそれに関連した事象についての現状と課題を説明できる。授業到達目標/Goal

世界経済の様々な事象について講義とグループ学習によって課題の理解を図る。授業方法（学習指導法）/Method
（1）ガイダンス
（2）世界経済の動向と課題
3回目以降は以下のトピックを予定しているが，受講者の人数によって，スケジュールは異なる。
（3）～（5）国際貿易
（6）～（8）為替レート
（9）～（11）国際投資
（12）～（14）国際協調と地域統合
（15）まとめ

授業内容/Class outline/Con

グローバル化，貿易，国際投資キーワード/Key word

教科書は使用しない。資料を配布する。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

①授業中の提出物，グループ学習の貢献度，プレゼンテーション（50％），②期末試験（50％）
ただし，①による評価が著しく低い場合には期末試験の受験資格を失う。

成績評価の方法・基準等/Evaluation



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金/Fri 5

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0587010920150587010901

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅱ(地域社会と日本経済)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

福澤　勝彦

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

福澤　勝彦

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

福澤　勝彦

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育A棟24教室／Class room

kfuku@nagasaki-u.a.cjp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

片淵ー東南アジア研究所担当教員研究室/Laboratory

片淵357担当教員TEL/Tel

金曜日14̃15時担当教員オフィスアワー/Office hours

モジュールⅡ
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

長崎および日本経済の基本的な状況について、適切な用語を用いて説明できる。授業到達目標/Goal
基本的な事項の講義を行い、そのうえでグループに分かれ課題として出されたデータを収集し、デ
ータから読み取れる事実を報告し、問題点やその解決策について紹介する。それを元に質疑を行う
。

授業方法（学習指導法）/Method

第１回　イントロダクション
第2回　長崎の経済　概要
第3回　人口問題　
第4回　報告およびレポート作成
第5回　産業構造
第6回　報告およびレポート作成
第7回　県民所得
第8回　中間報告とまとめ
第9回　報告およびレポート作成
第10回　労働と雇用１
第11回　報告およびレポート作成
第12回　労働と雇用２
第13回　報告およびレポート作成
第14回　全体報告およびまとめ１
第15回　全体報告およびまとめ２

授業内容/Class outline/Con

長崎、地方経済キーワード/Key word

特になし
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

レポートおよび報告成績評価の方法・基準等/Evaluation

特になし受講要件（履修条件）/Requirements

自分で調べるが中心となります。学生へのメッセージ/Message for students



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 3

2015/09/28～2016/01/14開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0587011320150587011301

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅱ(企業行動と戦略)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

丸山　幸宏

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

丸山　幸宏

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

丸山　幸宏

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟15教室／Class room

maruyama@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部　本館530号室担当教員研究室/Laboratory

095-820-6344担当教員TEL/Tel

初回の講義で周知する。担当教員オフィスアワー/Office hours

LTD学習法を通して学習課題（戦略的意思決定手法ＡＨＰ）の理解を深める。
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

LTD学習法を通して学習課題（戦略的意思決定論）の理解を深め、論理的思考能力を高める。さらに
問題解決能力の向上、ディスカッション・スキルを向上、対人関係スキルの発達させる。

授業到達目標/Goal

グループに分かれ、LTD学習法（話し合い学習法）を通して学習課題の理解を深める。授業方法（学習指導法）/Method
ますます混迷を深める現代社会において、「意思決定」というキーワードは非常に大切である。経
済、経営問題をはじめ、個々人の進路選択などの諸問題において、様々な制約条件を考慮し、最も
重要な戦略的目標を達成するために最適な選択を効率よく行う必要性が高まっているためである。
　このような意思決定において、私たちは多くの代替案（選択枝）のなかから、いくつかの評価基
準に基づき、一つあるいは複数の代替案を選ぶというプロセスを取る。この意思決定のプロセスを
補助する手法として、ＡＨＰ（analytic hierarchy process)が使われ、その有効性が立証されてい
る。
　本講義ではグループワークを通して戦略的意思決定手法であるＡＨＰの基礎理論について理解し
、さらに現実の意思決定問題（代替案の選択問題）を各グループで設定し同手法を用いて解くこと
により、その理解を深めると共に問題解決能力の向上を目指す。

授業内容/Class outline/Con

経営,意思決定キーワード/Key word

初回の講義で周知する。
教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

グループワークへの貢献度成績評価の方法・基準等/Evaluation



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 4

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0587011720150587011701

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅱ(社会制度と経済活動)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

神薗　健次

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

神薗　健次

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

神薗　健次

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟44教室／Class room

k-kamiz@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館6階担当教員研究室/Laboratory

個別対応．各自メイルにて日時予約のこと．担当教員オフィスアワー/Office hours

この授業は，現代の金融の世界で最早常識となっている程度の資産選択理論の基礎を理解すること
を目的とする．

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

期間にわたる消費者･企業の意思決定問題を解けるようになること，債券や株式等の金融資産価値評
価ができるようになること，平均･分散アプローチを用いて最適ポートフォリオ選択問題を解けるよ
うになること，資産の市場リスクと期待収益率との関係を理解し，資産価値評価や資産選択に応用
できるようになること，金融派生証券を用いて，状況に応じた適切なリスク管理手法を提示できる
ようになること．

授業到達目標/Goal

講義授業方法（学習指導法）/Method
第1回　利子率と割引現在価値
第2回　消費と貯蓄に関する意思決定
第3回　債券と株式の評価１　
第4回　債券と株式の評価２
第5回　ポートフォリオのリスクとリターン
第6回　ポートフォリオ選択の平均・分散アプローチ１
第7回　ポートフォリオ選択の平均・分散アプローチ２
第8回　資本資産評価モデル１
第9回　資本資産評価モデル２　
第10回　先物取引とリスクヘッジ
第11回　先物ポジションの複製と先物価格理論
第12回　オプション取引の基礎
第13回　オプション価格理論１
第14回　オプション価格理論２
第15回　最近の話題から(バリュー・アット・リスク，信用リスク，リアル・オプション，天候デリ
バティブなどを候補として予定)
第16回　総括

授業内容/Class outline/Con

テキストは使用しない．参考書として，
1. ボディ＆マートン『現代ファイナンス論』改訂版 ピアソン・エデュケーション
2. 三浦良造 『リスクとデリバティブの統計入門』日本評論社
3. 久保田敬一『よくわかるファイナンス』東洋経済新報社
を挙げておく．

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

定期試験100%成績評価の方法・基準等/Evaluation



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 3

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

選択 2.0/2.0/2.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0587012120150587012101

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●現代経済と企業活動Ⅱ(経営情報と会計情報)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

庵谷　治男

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

庵谷　治男

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

庵谷　治男

全学モジュールⅡ科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 講義対象年次／Year

教養教育Ｂ棟44教室／Class room

教育学部・薬学部・水産学部対象学生（クラス等）  /Object Student

otanih@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部東南アジア研究所304担当教員研究室/Laboratory

337担当教員TEL/Tel

講義終了後担当教員オフィスアワー/Office hours

会計情報を中心とした経営情報が組織の目的に対していかなる役割を果たしているか理解すること
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

組織における経営情報と会計情報の役割を学習することで、現代組織が抱える経営管理上のいくつ
かの課題を理解することができる。

授業到達目標/Goal

基本的には講義方式で進めていく。ただし、受講生の関心や理解度に応じて、特定のテーマのなか
で受講生同士の議論の場を設定する予定である。また、理解を向上させるためにDVDなども適宜利用
する。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

会計情報、経営情報、利益管理、原価管理、業績評価キーワード/Key word

授業中は基本的にレジュメを配付予定。
【参考文献】加登豊・李建（2011）『ケースブック　コストマネジメント　第2版』新世社。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

授業中の課題（グループワークなど）（40%）
期末試験（60％）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

とくにないが、企業における会計情報に関心があることが望ましい。受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション第1回

利益管理①第2回

利益管理②第3回

製品の利益管理①第4回

製品の利益管理②第5回

製品の利益管理③第6回

製品の利益管理④第7回

サービスの利益管理①第8回

サービスの利益管理②第9回

サービスの利益管理③第10回

サービスの利益管理④第11回

製品とサービスの利益管理－まとめ－第12回

日本企業の国際化と経営情報①第13回

日本企業の国際化と経営情報②第14回

日本企業の国際化と経営情報③第15回

総括（期末試験を含む）第16回


	Syllabus-20150587010501-●現代経済と企業活動Ⅱ(国際社会と日本経済)／ja_JP
	Syllabus-20150587010901-●現代経済と企業活動Ⅱ(地域社会と日本経済)／ja_JP
	Syllabus-20150587011301-●現代経済と企業活動Ⅱ(企業行動と戦略)／ja_JP
	Syllabus-20150587011701-●現代経済と企業活動Ⅱ(社会制度と経済活動)／ja_JP
	Syllabus-20150587012101-●現代経済と企業活動Ⅱ(経営情報と会計情報)／ja_JP

